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【表１ 副籍制度の利用状況の推移】 
（単位：人）

年  度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

小・中学部在籍者数 4,881 5,116 5,318 5,389 

1,434 2,043 2,019 2,032 

472 1,013 1,071 1,133 

962 1,030 948 899 

5,518
副籍制度の利用者数 2,028

利用率（％） 29.4% 39.9% 38.0% 37.7% 36.8%

直接交流を実施 1,108
間接交流のみを 

実施 920
直接交流実施率 

(副籍制度利用者の内）
32.9% 49.6% 53.0% 55.8% 55.0%

間接交流実施率 

（副籍制度利用者の内）
67.1% 50.4% 47.0% 44.2% 45.0%

内 

訳 

在籍者数に占める

直接交流実施者の

割合（％） 
9.7% 19.8% 20.1% 21.0% 20.0%
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